
No.22
2011年2月23日 発行

高砂神社宮司　小松守道 様

高砂神社

5代目相生の松



ソ　ン　グ
本日のゲスト
来訪ロータリ
アン報告

出 席 報 告

例会記録　2011.  2. 16（水）通算1558回
「我等の生業」「歓迎歌」「四つのテスト」
高砂神社宮司　小松守道　様
因　藤　伸　二　様（姫路R.C.） 永　井　敬　裕　様（姫路R.C.）
大　森　敏　朗　様（姫路R.C.） 西　海　正　隆　様（明石R.C.）
河　合　宏　昭　様（明石R.C.） 藤　本　隆　水　様（明石R.C.）
井　上　雅　文　様（明石R.C.） 伊　藤　慎　介　様（明石R.C.）
成　田　良　伸　様（明石R.C.） 河　合　利　昭　様（高砂R.C.）
１月２６日 会員数４８名 欠席者　０名 出席率１００％ ＜修正による＞
　（この内出席免除者８名（出席６名））
２月１６日 会員数４８名 欠席者１１名 出席率７７.７％                     　　　
（この内出席免除者８名（出席５名））
２月　２日 会員数４８名 欠席者　０名 出席率１００％ （例会変更I.M. ）

高砂の物語
　九州阿蘇宮の神官が播磨の国，高砂の浦にたどり着くと，浦には松が美しく生え，遠く鐘の音も聞
こえていた。そこに老夫婦が現れ，木陰を掃き清める。老人は『古今和歌集』仮名序を引用して，高
砂と住吉の松とは相生の松であり，離れていても夫婦であるとの伝説を説いて，松の永遠・夫婦相老
の仲睦まじさを述べる。命あるもの，いや自然の全ては和歌の道に心を寄せるという。ここで老夫婦
は，自分たちは高砂・住吉の松の精である事を明かし，小舟に乗り追風をはらんで消えて行く。
　神官もまた満潮に乗って舟を出し，松の精を追って住吉に辿り着く。すると住吉明神が出現して，
美しい月光の下，颯爽と舞を舞って天下泰平・国土安穏を千秋万歳と寿ぐのであった。

相生の松
　「相生の松」とは本来，二本の松の幹が途中で合わさったものをいいますが，相老とも音が通じることから，長年連
れ添った夫婦の，契りの深さの例えともなっています。高砂神社にあるものが昔から有名で，社伝によると，尉と姥の
姿で現れた日本の創世神・伊弉諾尊（イザナギ）と伊弉冊尊（イザナミ）の夫婦神が宿る霊松だとされています。なお
現在，高砂神社にある相生の松は五代目とのことです。
　またこの能（高砂）では，「古今和歌集」仮名序に「高砂住吉の松も相生のように覚え」とあることを踏まえて，高
砂（兵庫県高砂市）と住吉（大阪市住吉区）の松が，尉と姥の姿で現れて，互いに住む土地は遠く離れていても夫婦で
あると謡っています。通りかかった神主は疑問を呈しますが，「うたての仰せ候ぞや。山川万里を隔つれども。互いに
通う心遣いの。妹背の道は遠からず（愚問を仰ることよ。山や川，凄まじい距離を離れていても，互いの心が通じ合っ
た夫婦の間柄にとってみれば，決して遠いものではない）」と応えています。

ク ラ ブ 名  日　時・場　所  変更内容  

（注） 高砂青松ロータリークラブのホームページにも掲載しています。……ホームページの情報の方が早く把握できます。 

休会（定款第6条第1節により） 2/24（木） 

休会（定款第6条第1節により） 3/10（木） 

明石西ロータリークラブ 

例会取り止め 3/29（火） 加古川ロータリークラブ 



鹿間　行雄
廣瀬さん，博士号取得おめでとうございます。

田中　伸明
誕生祝ありがとうございます。

志方　正昭
先日は大勢，御参列たまわりありがとうござい
ました。

伊藤　勝之・嶋谷　拓雄・西中　亮二
増田耕太郎・内海　　薫・柿木　國夫
大森　千里・田中　浩行・栗原　康高
庄司　　武・都倉　達殊・佐野　栄作
西田　光衛・井野　隆弘・植杉成一郎
藤本　明久・青木　裕加・大橋　卓司
小松宮司さん，本日は大変おせわになります。

岡本　崇司
あれ？どっか行ってしもた。

第２８回　通算１４７８回

1. ロータリー米山奨学会より

  （財）ロータリー米山記念奨学会ニュース

が届いています。

2. 三田ロータリークラブ様より

創立５０周年記念式典の案内が届いてい

ます。

3. 例会変更

加古川R.C.　3/29（火）例会取り止め

　今日は高砂神社会館での移動例会となりました。高砂神社は基本的に観月能（薪能）が毎
年開催されている場所ですが，私は副会長，会長という事で関係しております。広告，観劇
等で御世話になっております皆様方に御礼を申し上げます。今年は第１５回目という事で，
例年より何か記念の会に出来ればという事で，関係者の皆様と相談して頑張りたいと思って
おります。
　高砂神社は室町時代に世阿弥によってつくられた謡曲「高砂」の発祥の地です。「高砂」
は謡曲のみならず，歌舞伎・浄瑠璃・謡・仕舞等多くの芸能で全国的に有名です。
　そして，謡曲に歌われている「尉」と「姥」は「住吉の松」と「高砂の松」の精の物語
で，尉とされる住吉大社は名前はいろいろと称されていますが，出雲出身の武内宿禰を祀っ
た宮だと聞いております。そして，高砂神社は私は神功皇后に源があると聞いております。
実は私の家の後ろの山にある生石神社も神功皇后に由来すると理解しています。高砂神社や
生石神社を考えると，大和創設の太古のロマンの物語を感じる時もあります。
　観月能はこの高砂神社の能舞台で毎年観月能を開催し，郷土「高砂」の名を広く発信し，
高砂の古い歴史を多くの人に思い起こして欲しいという目的を持って開催してきました。そ
して，その為に同時に謡曲・高砂の大合唱や子供達の仕舞教室の発表や茶席開設等，多くの
人達の協力で頑張って頂いております。しかしながら，神社の能舞台が古くなり，どうしよ
うのない直前になっております。いろいろと有志の方々と議論している最中ですが，何かの
時にはよろしく御願い申し上げます。
　私自身は，高砂神社というだけでなく，高砂の古代の歴史の発祥の地であるこの神社を
「高砂」を大事にするつもりで観月能も出来得る限り続けていきたいと願っております。よ
ろしく御願い申し上げます。

◎ 岡本クラブ会報委員長

本日の週報にプログラム予定が掲載されてい
ません。申し訳ございませんでした。



今回は我がクラブ会報委員会の濱田喜重会員の会社、㈱浜田工務店に中右副委員長といっしょに押しか
けました。㈱浜田工務店は高砂町の、中右会員の
大黒天を堀川沿いに東へ入って行った先にありま
す。
㈱浜田工務店は浜田会員で３代目になるそうで
す。最初は漁師をされていたおじい様がカネカ進
出とともに漁師を廃業して高砂町西宮町で建設請
負業を始めら
れました。今
の新社屋には
去年の12月に
移転されたそ
うです。

それでは質問です。
Q：㈱浜田工務店は何をされている会社ですか。
A：今、おもな事業は3つあります。請負業と建設業、ESワークスと
言って、安全器具や太陽光発電システムを販売する部門です。

Q：請負とはどんな業務を行っているのですか。
A：㈱浜田工務店の行っている請負とは、企業の、ある部門全体を弊社の社員が運営することを言いま
す。よく人材派遣と間違えられるのですが、㈱浜田工務店は、自社社員を企業に送り出しますので、
逆に人材派遣はほとんど行っていません。

Q：㈱浜田工務店の強さは何ですか。
A：工場の建築・改築ができるので、建築・改築を通してつながりのできた工場の運営上の問題点に改善
案を提示できます。そして、お客様である企業の手を煩わせることなく、お客様の要求する部門運営
を㈱浜田工務店が請負います。

Q：どのような会社で請負を行っているのですか
A：現在、カネカ高砂、アサヒ飲料二見工場、藤井電工滝野工場と社工場、パナソニックの姫路工場、王
子製紙の滝野工場などで請負を行い、社員数は200名強です。

Q： これからどのように会社を伸ばしていきたいですか。
A： 一度大きな失敗をしています。その時失った信用を取り戻すため、お客様に対してあきらめずにシス

テムの改善提案をし続けました。その時から考えてい
たのですが、国家資格を取得するような技術を持った
社員を育成し、製造部門の運営だけではなく修繕や設備
の交換なども自社でできるようにしていきたいです。
Q：ところで、趣味は何ですか。
A： 釣りかなあ。普段は中右会員とよく釣りに行きます。
あと、今はしませんが柔道を中学から社会人まで
していたので、もちろん今でも好きですし、高砂
市柔道協会のお世話もしてきました。おかげで多
くの人たちとつながりができました。

　柔道を通して多くの有名人ともつながりのある濱田会員ですが、将来は海と山にかこまれたようなとこ
ろで奥様とゆっくり釣りでもして暮らしたいそうです。ちょっと意外な気もしますが、その日が無事訪れ
ることをお祈りします。


